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レス l）ー・ナルテ f一許

；『jJlfパキスタンにおける紙ぴ）革命
技術革新のJむ：味－4－るもの 』

Leslie Nu ltv‘The （；，－，.，’M Re:•olution i11 ι叫すf

I王1kist,m:J111plicatio11sり’f山 hnol叩 f山il( 'h,mg《’， i
I》r

：本~は1970＇干ケ〉ブ 1）、ソジjぐ下：二；足：！＼＇； it ，＇ごす争 Uii告と

を'i'J－子としてレる。長止の；＇J'，命どし、う夫＼＇..jは． ii にそのJ',l

Jcg,に！刀（；－せるriにと Jて、 ，Jiした欲士そそるi二十j-f::: ;t, ' 

／と。以下は￥；＇：：の簡単な杭介どその，＇｝，， fでふと川

第 1可E J!l!,l命とJ}l実

従来の IJ甘夜 J•i!，，，；＂；土． ！っヲ廷のJ行保全i'{{l'.iこ／11'1.、た：r,'f

果， g生業部P'Jの従;i;11は、／「＇；h'f¥lj};f}JJブJ，；•、 H·I三 iU三Ht-、

{!-ti'，（；，主主；J寺余剰の作，J；，；：にあると ：：－ h.？こに 二ll；ゴ＼[j~ L --

ごス－・－－； _, r J> 21mr1J0c－，、，i-,, :> , 1Lツ什＼ k刀L'iil ｛「5
;j1, る。しかし：許庁によると、これ「， •./l ，】μ；：ィ上. ;~•},'I, ic人

I I l'/l JJII _l::, i業：＇Hll"J,'>fよし、 1i,[nJ(:1J ／日 －J） 午；｛ ii'l~

L, また！長業部！！引当らのft・I号； (1tf,j;:, ・;;・{,fVJ! J))'1た，＿；，H,.J 

L、農業部門内（・(I）｝（士資内ちょっ＼す司ii;},）［「グ人！託行］＼

のイム／ノfクトをあまり怜d・tしていな、.'u ，可，、Iえ＇，＂> ,-; 

経験はこうした！羽発悶えと 21',ili'Wli沿わit':f11'.ご，1:111,t［戸

し、るとする。

江＼ 2 I;'i: .~業の概略

この立は到ノバーヘケン農業の特徴iこ＇＇・、て I＇む；a,1こも
のであ I），、＂i然のことなが人イぷ統的；＇/ll..べぷどJz1::11JJJ: 

←i：として；，見！リ11される。 111）－／＇［に悶 Lてu士、 に伝統：i'.,iii:<f'!i:

守V百三与が強調されと：） 0 

i'.fi I ,~ il-~ ＇，、!'.'1業生産性，、の fLピンティヴ

ここ Eはまず成業生産Itーを増加せしめる契機として．

企業｜下）＇ふるいは進 J伝的決l止の陀拘lがJl'，（り卜：:J(, れる。こ
ノヲ十主c1)t'H(I士F可ノ、4 Jζ 'l : で；土 pro日rcssive farmer と

してう31 人れているが，円高によ ζ》土，／三とえばfl'.•＇／』巴:JI

CT)台、i1iなf；－出士こ－－， LI三’b数民民の；正 ：un：では卜jよ己 lll~j

できi,:L、J それは＇；＇ U士山IllけIi｝＼広々 か7〕iiU'iliごふるとい

ト -:: ;/1 ;-::r,.JcJ L亡あζ，;if,¥]ftc＇）明「一》かにした民家肌悼と｛仁

子肥j斗iむ引との／／ljの，t:；）仰｜匂Ii司｛不が紹介主れる。

i）；にt"lI !i¥J の交＇！rX,i'I＇ど農産物価格，n11¥J国にlj'];t1る。

符行に工ると，ノl、三f1,11in；土 1ず17＞ド111l－ヒDー（あるιilM

tiに，L0:1)¥;q：にヒる）まで［ご：r.－.れるはずであるが， f也
4のli二ノりで乞J!if11Ji1;'Tが:20，ンピ一七で上；fられたことは不

'i r !,;, ,J、tubewell；こムマ〕己主2：モグ）干IJ;j司；土十分に上，－，て
いうはずであるか「〉，小県，都市労働1訂へのft；＇時全 －・r;え，

これよlトーの ~lfi ！守 f シ七：子 f ウ、は不安であるという c 民

主：u手門的 JJil し＇＇•＇iii果官li 悦，うるドり＇ t"l j'_「：：1の交同条什：が良

業i}J;l"J；ニド刊にtc-／：ことしてt' －~:;c~長部！日jのみiiJには悪

影判：はt;L、L投資（，；＼＼少しなレn ただしれ竹cl）多械化が

十均三、そのj'I対日Ii絡を利用すれば新技術J件u;r,1が十介

i:/d'( F き，（＇！： i]JJ1需要c1,,,11川伸け仙が卜分i白］けれはであ

".J。

山口］；＼ ｜明発，，（＇〕 iJJ：ヲj
本i-;c:_: t士i'i:lなi主半の議論を受けと， 今後の主江主 L・，、｝j

ri',J -~ Lて町；l；必L円引i号沿1性lri'iの高＇.＇（ 1物への和、札L li'し結

ラひか「》fi¥/ttU／；〆、：nLJJ IJ ，~ct え、な「－，u:、iこ中rmi'rJ f支札j
(inlermecliate kc・ l〕nolののicr>v111]/Jカミ百点じられる。 f与に卜

'1 '! :1一心η川,i;-

の（＼1、示｛守＇ :/: E弁会引のよ竹り11fどもた「〉すかι士JIれないが＇ f#_ 
fl，系による＼£111，グ手in仁了♀が40.弓O・三：勺、二、、忍、；． i'Ji L I‘、 用c＇）；－円！Ji］；士もfこ「》主f丸L、，，：，，－、；，，

補Iii伐i本系（tul〕ど、veilに工之与〉の｛，と：i:i 70/,iO；二引乙寸 政取との悶j臼こっL、－O'b1，も L,Eセ府が化学肥料の価格

る..：ょC'EiW舎に前i't三日約三i引；1j1Lている）が長l,<',',J'., ,j tど／ fj制！J弔，J、l:(,r);:J¥『Hi格土ぽJI：し‘砂怖さび生産百三浦少、

後r"fにi閉しどは，：u也lkriの －f平等＇［＇；：と u佐山小にiJUt, L （外貨王山間iiliで悩花への転燃が好ましいという故グ

195<){j'-(I）上j出改不が決定もまをJ-¥¥1ちIiiせごうど川’長r•J ifl ーヲーム・ム p、ン「ソドJ＼の ji}長〕， トラケターに課悦1

J山の活用をli1tiJL，土j也（／）納；I化合W!jJl-Lた二＇－＿ f仁どが らならi:t, j山二L::t土地を売るか，なんらかのノ］、（1';¥,ljiこ作

品ryJさjL C ＇，、ふコ 行するか‘与広（perm,mc、川 lab口urcr）と Jネーン 1ー

?;f'; :l 1/ I；ミ業生産刑却IJU〕之力二三J、 乞中心とした労働集中ii,Ji'J'.J技術を採用しよ二段業企行なろ以

！？りた生産J,;>JjJilのq，心をまず准杭）jj.'/(UJ)',"/JJjl;二i1'j，＼，そ 叫になく t,;__；：，。それが好ましい方11',Jだと説ぐ、

.Jc E 化ツオIt'll ，品納どの;j-Jji;J(;i~t十！；ぅ：， i':tilJj 、＇：＇i L ;;1, 二，，， 1九：｛iiとしC’：tす之 I・苛タ：寺 τ主守〉農：業；上．伐仙:qi:帝fによ

It一産｝泊／JIJの要iリ点：， pljベ干スノI/ f二Ji＇.、て it t ul片冶、、γドII f、lJ!'P王fj也f〕Oh、l

とk、う私（J'JJ芝山主二校；介として充＼f._'cれたこと，そし亡 しか＇~ hi；とLての雇用J-i,'<／，実質「桁誌の［何？：は実i見でさ

tuhcぅwell1•Jr 白農家における山、 ·l1Hl七二千どち包 II巴弘タ山j

90 



973050093.TIF

みですべてが解決できるものではなャことを西パキスタ

ンの統験は示している。次iこJ支術普及と生産増に関する

阿パキスタンの経験は，従来か人経済午ri・の主張して来

にmultiplepackage－一一信用，普及す；つtミ，補助政策，調査
研究がセットして技術普及a'.促進するという考え方一ー

のアプ口ーチが徒労であることを示している。農業生産

のネックは1～2の基幹的インプット（この場合 tube-

wellと化学肥料）により取り除かれ，むしろ〔政府の効

w；的補助政策や信用綴度は〕労働節約J,H仏こよる農業発
JJ~につながってきたことがj行f指されるじ

以上が本書のあらましで!iうる、以下／＼.，干iこ移る。

し まず印象であるが， i止しつ，r~，：命 J二 L、うえ題から，評

打は高収量品種に隠する西r叶 ζ i1>Cl〕経験が語られて

いると解釈した。しかし内容的にはこの点に関する分析

はほとんどなく，専ら tubewellと化学肥料の分析に終

始している。著者は前書きのところで本番が1947～70年

の農業分析（ただし1947～60年の分析は全く欠落してい

る〉であるといっていることかれす乙と表題は専ら商業

(i0につけられたのであろうが守；：，・己1｛必はさわやかとはい

えなか。

2. 本書は従来高パキス／J＞嬰業；l二j¥q寸る先達の業績

のミ~if{.Jであるといってよく，その芯ilJ:、ごはよくまとまっ

たリファレンスであることに疑問はない。しかし著者の

オリジナリティーは皆無に等しい。外閣の図書館で苦か

れたならともかく， 18カ月現地に滞在した研究者の仕事

としては，現実への切り込みが著しく不足しいる。

3. 全般的主張，たとえば農業の発展が単に技術の変

革のみで解決されるものでなく、；l,ljl交付'.J条沖の改革が必

要である，という点は同感こふるっ L；シL西パキスタン

の経験は，技術と小額の投資で；：不、民流，；，1討を倉I］り出せ

る好例〈？ある，という点は[i,J,U司しかねろ心失業技術が，

tubewell，化学肥料という形の畑kJ的にす、ぬの投資で高

い余剰を創り出せる背後には， 19世紀後半から始められ

る大規模な濯瓶投資があったことを見落してはならな

い。つまりこうした基礎投資の欠洛した国で， tubewell,

化学肥料による同じ速さの農業成長が実現すると考える

のは半;11ーであるc

4, 従来の開発理論は，確かに符？？の＇， ＇）通り，農業

部門内の投資機会，雇用創出機能とL、うぷを軽視してき

た二土は事実である。しかしこの／：（合，；rtr，河することによ

J 仁従来の2部門モデソレのIJ:J発図式をfi£4;(J祉に修TI:する

ことはできない。まして西パキスタンの経験一一五仏、農

業投資効$.－ が上記のように過去における大規模な基

書評

1選投資と，皮肉にも政府の補助政策予信用M)ljl支の上に実

j日Lfて況を汚忠するならば，これをも＜て凋発図式の修

iE乞一般化することは困難である。

トヲヶーーと tubewellの雇用効果心、ずれも従

来の意見の踏襲〕に関しては次のニつの疑問がある。

第1' トラクターの雇用効果に関しては，その規模，

段階，利用形態を明確にした上での議論が望ましい。部

分機械化と全面機械化でのトラクダーと濯用の関係は著

しくY｛なるからである。現実に沿－，てu、え（f，トヲクター

のね人に上Jて労働組織が再編成されるのが幹通で，具

/HicJi：：：川、／1農が追放され，年雇が増加する判が多い。

L ；！＿，ペ 1'-, ，，’〉小作農が追放され2人山守！疋がTitiわれた場
；＼.ぉ：tfi土日用が増加したと考えるのであろらかc 商ノξ

キスタン農村における小作農と年躍とは同一次元で考

えることはできない。前者は農民であり，後者は職人

(kammee）であることが普通であるからで，したがって

l人の小作農を追放し低賃金で2人の年濯を隠うこと

は珍しいこ坐ではない。

：ぉ；唱 tubewじ11の雇用効果に関してであるが，絶対数

と L ての服用問減（政治的には重i~）に閲する限り，そ

の）fl：丹JJ','1IJ[Iを｜併定することは難し＇.、。 tuhev,ellの平I］潤を

1,lh¥;Lて小fr制から自作へ転換した農家は多く，その度

合は規模が少なくなればなるほど着しい。しかし労働時

聞を指標とした雇用増に関する限り，その効果は明白で

ある。ただし，この側面に関する限り，トラクターも全く

間じであることも認めねばなるまい。いずれにしてもト

ラクダー， tubewell，高収量品種に関する濯用効果には，

まだ多くのエムピリカルなデーターが必要である。

（〉． 細かい三とになるが，意見のキ｜！違してし、る点につ

いて二‘三触れておきたい。

有＇； 1 ，ブJロ iubewell，反トラクノ7ーの背後には，前者

の技術が化学肥料，品種と同じく無制限に分割でき，規

模に中立であり，したがって利益配分が偏在しない，と

いう信念がある。しかしこれは tubewellというストッ

クを介して調達されるフローとしての用水そのものに関

する議論であって，公共 tubewellによる用水と農民の

悶（~~；こは妥，11 しでも，私的所有に上る tuhewellと農民

の1¥llii，には妥汽しない。

:ti 2.技Vr将及と進歩的農民に関十る議論；士．普及の
初期段｜狩とその後の段階を区別しtn、議論であ〉て，初

期段階における小数農民（相対的経済力に関係なく〉の

進歩性の役割を否定することはできない。ただ西バキス

タンにおいては進歩的農民の多くが相対的経済力のある
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呉氏である（逆はliならず）とL、らことかれ句三うしん

蕊品有力二生まれたの fとと思う。

:.[; :l、+l乙♂〉ξJ-!ifilli1'tとj也jのj一仁f）；こ問1てi士、 どし

ん fン 1to,,J、ノム；｛illiiお互にlf[T;J-J司るγ ブ庁了 ：乙＇・・ >H1l1》2 ' 

引nuに以Jinι び）わA、；！ I: }J i二Lぐ；土1rrl＼、土）ιj;,i，〆.＞

江・；,1’ ,r;：行t.tr!支j削こ工る均4.i:1i:Jril1Ji1J＜：：策， L1111:1,:JJιト

ツ.f1効i'iliff(-J1京Jj支持jiこよ〈，！土＇：／＇.：笠庄の J¥'llJi!i：とし＇・.1:Hk寸ー

らが，フ.1f＇動焦が j((J.': )¥' f',・e八、う tリlicwell！！主人； i工;n:jJ立jぅ

,Nt,TJ》｜三分以上土i'iめるL.／仁f:1とギ｝の；＇＇；＇え；：工多； j（こわん
/:, rl立J/'.fv,Mlll/J政；qJ(JIW：ーで寸九九（｝%以l・J，ごヒ Jも＞）lこ

ふり，その：;l:：料は労働節約YJJHk（τ ト.－，フ 1・-！ ；二 ~·I

調査研究双五

「r :;;u ' " nn 11河 川く !',i'- 1111 .:fim 

γ レ、ーシ T Ul全日Ji:;, i/f 

:,nn :::.wo:・1 

1:'li 木 n.-・ 守iJ

アジアの j}Jj完全融

'.::91 u t900l'J 
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する j；りも大であると芯えられ心。

7. JA::/i：ミに tubewcllとj良業充日誌に悶する討すの楽は

,i,:Uiこ疑問をJi士；j／ッ、、。てjl l士tuliewellには若 L¥ •l也 j必

うん l適j也， Fi画地〕がも＇， J, L Jこが J て tubewcll土い

.-) jどえが）1It[¥J!iこjLjlびることはちえられなL、九λ「、むあるり

そLても L);'{'{c CパをIJ＇；が政 l;,1子Jtl；二ーゴドJF7どじょ ..γ－巨ll'.1,

主.it三｝ことがあζ＇ l,す1c; f, ,c;'-;j I ；土t＼＇れのし、う {11,j/j:JJ;'(.,;c,

1/¥J,1）十品j「；二n込＇.刈1；：，上，J：土 y rn2Ji>~li\ ;;':1てよる11Ji1i斗'I（！γ｝）＇

HrtF、Jごし、よ Fふことである。

〔，；，,c:i¥/',] 1¥ ll it，・に＇：＇）

アジア杭1奇的IJr1JiTIJh

-, Lーン f山i迫同， iu!i』！：1i1J1JtにつU、てfff1史的花l訟のあと

を村正在日十るととす 1に， J L ーシア円余iM倫.lti ‘：主：／えl:r1'k?1~.

i件ff<:；，，当独出品！の什r，動状iii'を術品L，その判殊性をね摘す

,, 0 

ア；市ILlv，尚，i1戸，Hいこ企F討、が己lめるRも：1］きゅj九か；こす
心t三／i)；，こ‘ ？五i斉：r：手とi江Lt;:安：到と L・,,v'＞在J伝Lη三2；唯十芯j丘，
l'¥I写と.J2、i以（fiJ;,Jc乃整：iiiiと11¥J!ill/i.

l巡；弘］のi立f剖など土；命述寸・；ム C

経済宇， tJ会学‘｜ヰ際関係論，数学など寺門をfR；に十る
学者のW11,,1,:1fだに上， C, 「発展］の 1三めの事！？たな理論

的枠拍［；＇，と、そ， jしを実託するための方法論をもとめ，独

自の.＇；：：’ ii日旬jえとしとの「発灰学」のlf;，，止を模索する。

アジア経済出版会発売


